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エネルギー 5 音の大きさと高さ ＿＿＿ 月 ＿＿＿ 日

まとめ 振幅と音の大きさ

音源の振動の中心から振れ幅の最大までのきょりを振幅という。振幅が大きいほど、音は大きくなる。

弦をはじく強さを強くしたり、たいこを強くたたいたりすると振幅が大きくなり、音は大きくなる。

● モノコードの弦を強くはじくほど、弦が大きくゆれて振幅が大きくなり、大きな音が出る。

まとめ 振動数と音の高さ

音源が 1 秒間に振動する回数を振動数といい、単位はHz(ヘルツ)である。振動数が多いほど、音は高くなる。

モノコードでは、弦を短く・細く・強く張るほど振動数が多くなり、高い音が出る。

振動数〔Hz〕＝ 1 秒間に振動する回数

図 オシロスコープの波形

① 大きい音 ② 小さい音

③ 高い音 ④ 低い音

①②は振幅、③④は振動数のちがい

オシロスコープを使うと、音の振動のようすを波形として見る

ことができる。

横はば(左右)が広い波 → 振動数が少ない → 音は低い

縦はば(上下)が大きい波 → 振幅が大きい → 音は大きい

例題 波形を読み取る

● ギターやバイオリンでは、弦を指でおさえて振動する部分の長さを短くすることで、振動数を増やして高い音を出している。

● 太鼓の皮を強く張ると、振動数が増えて音が高くなる。張りの強さは、音の高さにも関係している。

(1) 同じ音源で、はじく強さだけを強くした。波形の縦

と横、どちらが変わるか。

縦(振幅)が大きくなる

(2) モノコードの弦を短くして同じ強さではじいた。音

の高さはどうなるか。

振動数が増えて高くなる

例題 振動数を求める

(3) ある音源が 2 秒間に 880 回振動した。振動数

は何 Hz か。

880 ÷ 2 ＝ 440 Hz

(4) 振動数 500 Hz の音源は、0.1 秒間に何回振動

するか。

500 × 0.1 ＝ 50 回
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